
【１】温調レバーの④化粧キャップを取外します。

※マイナスドライバー等を使用し、テコの原理で取り外す
　 事ができます。
【パーツをご注文される時は…】
○ミキシングバルブの「前面or上部」にある『ロットナンバー』
　 をお知らせください。番号は9ケタございます。
　 例：ＴＭ２０○○○○○　＝　ＴＭ２０のミキシングバルブ

　

※合せてミキシングの入口出口の配管口径もお知らせ

　　　　 　 下さい。

【２】内部にある③ビス（＋or－）を取外し、ハンドル及びバネ
　　 を取り除いて下さい。 　　　　 　

　
①・・・温調ノブスプリング
②・・・温調ノブ
③・・・温調ノブビス（ワッシャ付）
④・・・化粧キャップ
⑤・・・カバービス

【３】カバーを止めている⑤ビス（＋or－）を取外し（6か所）
　 　カバーを取外して下さい。

【２】の写真にある「⑤カバービス」を6か所外して下さい。

※左図の写真の他、カバーパッキンも取り外されますので
　 紛失しないようにご注意ください。
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【４】カバーの裏側にある「コイルスリーブスタッド」を
　 　モンキーレンチで取外して下さい。

⑥・・・コイルスリーブスタッド

※コイルスリーブスタッドは「反時計回り」に回すと
　 取り外す事が出来ます。

【５】取り外すと下記のパーツに分かれます。

⑦・・・カバー
⑧・・・コイルスリーブスタッド
⑨・・・バイメタルサーモ
⑩・・・ポインターロッドギア付

【６】ポインターロッドギア付はＯリングで止まっています 【７】 取り外した「ポインターロッドギア付」と
　 　ので、カバーの外側より押し込み、取り外して下さい。 新品を交換します。【７】～【１】の順番に

組み付けをお願い致します。
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ポインターロッドギア付

Ｏリング（2ヶ所）

【備考】

Ｏリングのみを交換される場合はポインター

ロッドには2ヶ所のＯリングがあります。
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